いじめ－２
この話は、前回書いた「いじめ―1」よりずっと以前、私が入社して4年目の話である。私の配属された課に私と同じ歳の先輩のＢさんがいた。彼は高校卒業で入社し夜間大学に通って卒業した苦労人だったが、性格は私と真反対のどちらかというと落ち着いて深く物事を考える人で、私とは妙に気が合った。

Ｂさんと私は徳山の出光興産の製油所内の一部の装置の改造工事の仕事をやっていた。古い製油所の中の改造工事は、既設の装置の中の仕事なので、新設よりはるかに手間がかかり、既設装置との取り合いなどがあり、金額的には小さくても手間のかかる大変な仕事であった。
私たちの配属先はプロジェクト部と言う所であり、客先との折衝、専門部（プロセス設計、機器設計、土建、配管、計装、電気、調達、建設などの各部）の取りまとめを行う部署だった。現代語で言うならばプロジェクトコーディネーターと言う職種で、プロジェクトの初めから終わりまで責任を負わせられた。プロジェクト部の仕事の大きな比重を占めているのは、専門部にタイムリーに必要な情報を提供することであるが、情報を提供する上流部門が遅れると、下流部門はプロジェクトに対して、「情報がなければ仕事をやらんぞ。」といつも脅しをかけてくる。例えば機器の基礎を設計する土建部には機器の重量データ（loading data）を渡さないと矢のような催促を受けるが、そのloading dataを作る機器設計部は、さらに上流のプロセス設計部から熱交換器やドラムの大きさの設計情報を待っている、というような仕組みである。
プロジェクト部と言うのは、客先と専門部間に挟まれて始終追いかけ回されているような部門であるが、仕事が順調なときには「上手く行って当たり前」と思われる損な役回りであった。

もう一つ、専門部が直接工事まで担当する部門は、情報の上流部門に対して恐ろしいくらい威張るのである。その最たる部が土建部であった。他の専門部、機器設計、配管設計、電気計装部などはその設計が終わって機器を発注して機器メーカーから基礎設計のための情報、つまりloading dataが来て初めて土建部は基礎の設計を始めるのに、工事は一番初めに完了しないといけない立場にあるため、どうしても立場が強くなるのは頷けるのだが、そこにいじめ屋がいると大変である。土建部のＮ課長は典型的ないじめ屋として会社で知らぬものはない存在だったらしいが、入社間もないＢさんと私はそんなことは知らなかったし、プロジェクトの仕事もまだ経験が浅かったので、Ｎ課長の格好の餌食になったらしい。
客先である出光興産、徳山製油所との打ち合わせを終わってその報告をする会議の席上、土建のN課長が、「プロジェクトがどの位えらいかは知らないけど、我々専門部を集めてお願いの報告をするからには母恵夢（ポエムという徳山の銘菓）か白銀（徳山の蒲鉾）くらい出して報告するのが筋だろう。」と開口一番専門部を代表して発言した。こんな理不尽な話は、まあ冗談だろうと思っていたら、Bさんが「筋って何なのですか？」とまともに聞いたものだから、N課長は烈火のごとく怒り、席を蹴って出て行ってしまった。
今考えると、どうもBさんは、本当の意味の「筋」とは何なのかを疑問に思って聞いたらしい。私は突き詰めて物事を考えたり、自分の我を張って物事を進めるより、要領よく和気あいあいとやっていくような好い加減な人間だったから、Bさんを連れてN課長のところへ、自分の課へのお土産として買ってきた母恵夢をもって「先ほどは失礼しました。」と意に沿わない挨拶をしに行った。
一旦は矛を収めたN課長だったが、彼の執念深さは異常で、その後ネチネチと絡まれて、Bさんと私は殆どノイローゼ状態だった。その症状は、物事を真剣に考えるBさんの方が深刻で、時々独り言を言うほどまでになっていた。見るに見かねた我々の課の課長がN課長のところへ直談判に行ってくれたが、我々の課長の前では大人しくしていても、その目が届かない所では以前より陰湿にいじめは続いていた。
或る日、例の如くBさんと私の席に来て、我々の課長が席を外しているのを見てN課長がネチネチといじめを始めたとき、青ざめた顔をしてBさんが立ちあがった。それと同時に、私の体の一部で何かがプツンと言う音がして急に自由になったような気がした。

昔の事務所は大部屋になっていて少し大声で話しても部屋全体に聞こえるような状態だった。増してや、いじめで有名なN課長がBさんと私を標的にしたいじめの一部始終を聞こうと部屋全体がシーンとなっていた所に、Bさんが椅子を倒して立ち上がり、殆ど時を同じくして自由人と化した私が立ち上がったので、部屋中の視線は我々3人に集中した。
そんな切羽詰まった状況の中でも、自分の中では様々な思考がめぐらされるものだと言うことを後で感じた。ここで切れて会社を首になっても、卒業当時のリクルート情報誌では一人当たり200社の求人があったので、別の会社に行けばいい、親父は怒るだろうが、土方をやったって食ってはいける、という思いと同時に、BさんはこのままではN課長に殴りかかるかもしれないと言う危惧の念から、私が先に行動に出た。流石に興奮していたらしく、私がまくしたてた言葉の殆どは甲州弁だったらしい。
「てめーが我々に言っていることが、どのくらい理屈に合わんか分からんか。自分だって会社に数十年いて仕事の流れくれーは知ってるら。土建への情報は機器設計から、機器設計の情報はプロセス設計から、そのおおもとの情報は客先から来ているのを知らんとは言わせんぞ。俺たち二人は、こういう事態になったからには会社を辞めてもう出ていく覚悟はできている。後は、てめー一人で出来るならもっとチョーキューにやって見ろ。」
丁度その場に、我々の課長とプロジェクト部の本部長が帰ってきて、我々3人を本部長室へ連れて行った。一人一人別々に、本部長と我々の課長、それに土建部の部長の3人が詳細な事情聴取を行った。
最終的に下された裁定は、私は現在のままの課で出光興産の仕事を完成させること、Bさんは大阪瓦斯の仕事の担当になり、隣の課に移ることだった。後でBさんが私に言ったことは「おれはN課長を殴って出て行くつもりだった。でもお前が先に怒鳴り散らしたのでその時期を失してしまった。」だそうだ。

一時的な感情の高ぶりであったにせよ、また鬱積した怒りの爆発だと理屈をつけても、自分を制御できなかった反省は重くのしかかり、「じゃあ、どうすりゃあ良かったのか」という疑問にも答えがないままに自己嫌悪の世界に沈んで行った。

N課長への追及は相当きつかったようで、土建部長は彼の処遇はプロジェクト本部長に一任する、と言うことになり、数日後に土建部の籍を離れスタッフ部門へ移籍となったが、周りの人たちは腫れ物にでも触るように彼を扱い、完全に孤立していたそうだ。たまたまトイレなどで会うと私に卑屈な笑顔を向けて来たが、私はBさんのことを思ってひたすら無視を決め込んだ。数か月その部門に籍を置いた後、煙のように我々の眼前から姿を消した。
大騒動の2-3日後に大部屋にいた人達から「おい、｛チョウキュー｝って。どういう意味だ？」という質問を何回も受けた。

彼等は一部始終を知っていたのに、だんまりを決め込んでいたのだ。「何だ、てめーらは対岸の火事だと思って、自分に火の粉が降りかからなければ知らん顔していやがるのか？」と思ったが、「大人の社会なんてそんなものですよ。」と言う冷めた気持ちも自分の中にあった。
その後、40年近く私は会社にいたが、これと同じくらいの大喧嘩をした記憶がもう一度だけある。その一部始終はまたの機会に書くことにする。

しかし、喧嘩した後の後味の悪さは今思い出しても気が重い。だからそのことを思って出来るだけ喧嘩をしないようになったが、喧嘩をしてでも自分の我を通すことの快感と、出来るだけ我慢して、テレサテンの歌ではないが「時の流れに身を任せ」た、好い加減な生き方のどちらが良いのか、この年になってもまだ手探りをしている状態である。
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